
宿泊税を活用した今後の
観光振興施策について

仙台・宮城観光ＰＲキャラクター
むすび丸
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【万人】

出典：日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

約２１％減少

183.0万人

230.2万人



「宿泊旅行統計調査」（観光庁）より作成

【万人泊】
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「全国企業短期経済観測調査」（日本銀行）より作成

【％ポイント】
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「全国企業短期経済観測調査」（日本銀行）より作成【％ポイント】
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出典：宮城県観光統計概要
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出典：宮城県観光統計概要
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出典：宮城県観光客実態調査
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【調査内容】県内13地点で観光客に観光地までの利用交通機関をヒアリング調査



👉

👉

仙 南 75 万人泊 ＋12 仙 台 830 万人泊 ＋103
大 崎 87 万人泊 ＋33 栗 原 11 万人泊 ＋2
登 米 9 万人泊 ＋1 石 巻 44 万人泊 ＋2

気仙沼・本吉 48 万人泊 ＋8 ７圏域計 1,104万人泊

👉
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１．人口
平成17年：91,468人
令和 6年：72,754人
：

将来推計人口
令和22年：53,522人

３．観光データ

２．登米の特徴・最近のトピックス
👉豊かな農業資源と食文化
・農業産出額317.4億円（R5県内1位）
畜産156.9億円（県内1位）
米 123.7億円（県内1位）
野菜 27.8億円（県内1位）

・オーガニックビレッジ宣言R6.12.25（県内初）
👉豊かな自然と環境資源
・伊豆沼・内沼ラムサール条約登録40周年（R7.9.13）

👉歴史・文化遺産の魅力
・みやぎの明治村、隠れキリシタンの里、
米川のみずかぶり
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３．圏域の施策の方向性及び取組

①圏域ならではの魅力あるコンテンツづくり

 既存の観光資源の魅力を再認識できる取組を進めます。
 圏域ならではの魅力として提案できるコンテンツの掘り

起こしと磨き上げを推進します。

②滞在交流型観光の推進

 グリーンツーリズムをさらに充実させ、体験交流を求め
る層の呼び込みを推進します。

 農畜産物を使った体験と農泊を組み合わせることや、周
辺地域との連携も強化し、より⾧い滞在を促します。

③誘客促進に向けた効果的な情報発信

 ターゲット層を目的ごとに明確化し、効果的な情報発信
を強化します。

１．圏域の観光の現状・課題
①観光資源の充実の必要性

自然、歴史、文化、食といった地域に根ざした多様な観光資源は豊富
にあるが、入込客数の主な要素は、圏域内に５か所ある道の駅
⇒観光客の大部分が買い物目的

②滞在時間の短い単発・通過型観光

宿泊温泉地等がないことに加え、観光地までの二次交通が十分でない
ことなどから、マイカーを利用した日帰り観光が主流
⇒滞在時間が短い

③更なる魅力発信の必要性

多様な観光資源を有するが、認知度が十分ではない
⇒観光客数の伸び悩み、資源の未活用

２．圏域会議における意見等

👉いい意味で田舎、非日常感を味わってもらえる圏域である。あえて
不便な面を出していくのも、田舎の魅力の一つと考える。
👉教育旅行、農業体験、隠れキリシタンに関わる内容は、様々な季節

で可能であり、年間を通じて非常に有効なコンテンツである。

👉交通の要所である仙台を中心として、どのように地域に観光の輪を
広げていくか。現状では、地方へ人が流れる仕組みが弱い。
👉レンタカー含めての車、自家用車利用による誘客にスポットを当て

ていった方が良いと考える。タクシーアプリの整備も必要。

👉登米圏域に来るお客様が県内からか、遠方からか、来訪手段につい
て少しでも見えてくれば、ＰＲの仕方も検討できると思われる。
👉ＳＮＳによる発信以外にも、海外の旅行会社、教育旅行については

学校の方にＰＲするための活動を、是非充実させてほしい。

４．最近の取組事例等
👉みやぎの明治村歴史探訪（R4~６）…ベテランガイドの案内で登米の魅力再発見。
👉登米の魅力体験会（R5～６）…農泊体験、木工体験を実施。
👉おなかもこころもほっこりフェア（R5～）…食材の魅力を観光につなげる取組。秋・冬の２回開催。
👉登米地域の魅力体験イベント（R7～）

…県内有数の農業地帯である登米市の魅力のひとつとして、「米」をテーマとしたイベントを開催予定。
食体験や農業体験のコンテンツを充実させることで、地域住民主体型の体験型観光の推進を図る。

👉「登米の農泊」のYouTube動画作成…登米地域の農泊の魅力を効果的にPRするため、農泊等が提供する
体験コンテンツを紹介する動画を作成。

👉仙台・宮城観光キャンペーン県北地域部会との連携による誘客促進
…県地方振興事務所(地域事務所/大崎・栗原・登米)HPにおいて、相互の観光ＰＲイベント

情報の掲載、 「よしきたみやぎ」公式Instagram を活用した情報発信を実施。
👉岩手・宮城県際地域との連携による誘客促進

…「むすび丸・ケロ平ぬい旅」の連携投稿(X、Facebook)、パンフレットの相互配架等。
👉デジタルサイネージ広告の掲出（R6）

…令和５年度に実施した#トメ旅2023フォトコンキャンペーン受賞作品を
活用した観光PR広告を、仙台駅（R6.8.5～8.18）及び盛岡駅（R7.2.24～3.9）に掲出。

👉事務所公式SNS「ほっめーしょん」
…Instagram、X（フォロワー数：2,236人／R7.6.16現在）

👉登米エリアドライブマップ
…Googleマイマップ機能を活用し、

おすすめ飲食店や観光スポット情報を提供中。 19
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